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令和５年度第２回がん対策推進委員会

令和６年２月９日（金）

次期がん対策推進基本計画
（令和７年度～令和１２年度）

について
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市民・事業所意識調査の結果
【速報】

※引き続き集計作業中につき、各データは暫定の数値です



①市民意識調査

対象：市内在住の住民（20-74歳）から
3,000名を無作為抽出

調査期間：令和5年11月～12月
（郵送配布・回収）

有効回答数：1,005（有効回答率：33.5%）

②事業所意識調査

対象：大津市内に所在する事業所1,600件
調査期間：令和5年11月～12月

（郵送配布・回収）

有効回答数：512（有効回答率：32.0%）

調査対象・規模
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市民意識調査 結果①
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【性別】 【年齢】
n=1,005

男性

434

43.2%女性

568

56.5%

不明・無回答

3

0.3%
20～29歳

82

8.2%
30～39歳

131

13.0%

40～49歳

153

15.2%

50～59歳

232

23.1%

60～69歳

242

24.1%

70～74歳

154

15.3%

不明・無回答

11

1.1%



市民意識調査 結果②
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問：あなた自身を含め、家族や親せき、親しい同僚など
身近な人で、がんにかかった人はいますか。

83.4 

78.3 

87.5 

13.1 

18.4 

9.2 

3.0 

3.0 

3.0 

0.5 

0.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,005）

男性（n=434）

女性（n=568）

いる いない わからない 不明・無回答

約83.4％の方が家族や親せ
きなど身近にがんにかかった
人がいると回答しています。
また、回答者自身ががんにか
かった方は、7.7%でした。

＜がんにかかった人との関係性＞※複数回答

親・きょうだい・子ども 48.6% その他の親せき 44.4% 友人・同僚 20.3%
いない 13.1% 自分自身 7.7% 配偶者 6.8% わからない 3.0%
その他 1.7% 不明・無回答 0.5%



市民意識調査 結果③
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問：あなたは、がん検診を受けましたか。

大腸がん検診、肺がん検診については、国の現計画における目標値（６０％）を超える
受診率となっています。

＜特に受診が推奨されている年齢における受診状況＞

大腸がん検診

（40～69歳N＝627）

肺がん検診

（40～69歳N＝627）

胃がん検診

（50～69歳N＝474）

子宮頸がん検診
（20～69歳N＝480）

乳がん検診
（40～69歳N＝353)

13.7

11.5

6.3

25.4

21.0

31.9

38.1

27.0

16.9

19.3

16.1

12.8

20.9

15.8

18.7

36.0

34.3

41.6

38.3

37.7

2.2

3.3

4.2

3.5

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答



市民意識調査 結果④－１
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問：あなたは、がん検診を受けましたか。 ※過去調査との比較

①大腸がん検診（４０～６９歳）

②肺がん検診（４０～６９歳）

13.7 

14.1 

17.4 

31.9 

27.9 

23.9 

16.1 

15.5 

16.9 

36.0 

40.1 

35.7 

2.2 

2.4 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度（n=627）

令和2年度（n=730）

平成28年度（n=703）

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた（人間ドック等） 受けなかった 不明・無回答

11.5 

12.3 

10.8 

38.1 

34.8 

28.2 

12.8 

14.0 

14.4 

34.3 

35.9 

38.1 

3.3 

3.0 

8.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度（n=627）

令和2年度（n=730）

平成28年度（n=703）

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた（人間ドック等） 受けなかった 不明・無回答



市民意識調査 結果④－２
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問：あなたは、がん検診を受けましたか。 ※過去調査との比較

③胃がん検診（５０～６９歳） ※過去２年間の受診状況

6.3 

7.1 

8.1 

27.0 

23.0 

22.7 

20.9 

23.2 

25.4 

41.6 

42.9 

37.1 

4.2 

3.8 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度（n=474）

令和2年度（n=508）

平成28年度（n=528）

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた（人間ドック等） 受けなかった 不明・無回答



市民意識調査 結果④－３
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問：あなたは、がん検診を受けましたか。 ※過去調査との比較

④子宮頚がん検診（２０～６９歳） ※過去２年間の受診状況

⑤乳がん検診（４０～６９歳） ※過去２年間の受診状況

25.4 

25.2 

24.6 

16.9 

9.7 

11.6 

15.8 

19.0 

14.6 

38.3 

44.4 

43.0 

3.5 

1.7 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度（n=480）

令和2年度（n=536）

平成28年度（n=560）

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた（人間ドック等） 受けなかった 不明・無回答

21.0 

20.9 

19.7 

19.3 

13.1 

12.1 

18.7 

21.1 

20.3 

37.7 

43.0 

41.6 

3.4 

1.9 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度（n=353）

令和2年度（n=388）

平成28年度（n=380）

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた（人間ドック等） 受けなかった 不明・無回答



市民意識調査 結果⑤
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問：がん検診を受けなかった理由はなんですか（複数回答可）

症状がなく、必要性を感じないから

職場健（検）診の内容にないから

検査内容が苦痛だから

忙しくて時間がとれない
（仕事のため）

検診に費用がかかるから

忙しくて時間がとれない
（仕事以外で）

がん検診の個別の案内がないから

32.7%

21.7%

11.9%

11.5%

9.3%

7.1%

5.8%

33.0%

14.4%

3.3%

11.6%

8.8%

7.4%

8.4%

25.4%

13.7%

15.2%

7.1%

6.1%

4.6%

5.6%

22.3%

9.8%

13.6%

11.4%

4.3%

8.7%

1.6%

27.1%

9.8%

18.8%

12.0%

4.5%

12.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40%≪回答：上位項目≫



19.8 

19.3 

17.3 

45.7 

44.0 

40.0 

14.2 

12.7 

15.2 

6.9 

5.2 

6.9 

2.1 

2.8 

1.8 

3.7 

6.3 

7.1 

0.3 

0.5 

0.6 

0.8 

0.9 

1.4 

5.7 

5.8 

8.4 

0.9 

2.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度（n=1,005）

令和2年度（n=1,188）

平成28年度（n=1,234）

自宅で最後まで療養したい

自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に入院したい

自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院したい

なるべく早く、緩和ケア病棟に入院したい

なるべく早く、今まで通った（または現在入院中の）医療機関に入院したい

専門的医療機関（がんセンターなど）で積極的に治療を受けたい

老人ホームなど介護施設に入所したい

その他

わからない

不明・無回答

市民意識調査 結果⑥

11

問：あなたご自身が、がんと診断され、治ることが難しいと告げられた場合、
退院後の療養生活をどこで送りたいですか ※過去調査との比較



事業所意識調査 結果①
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1.6 

0.2 

0.0 

7.4 

8.4 

0.8 

1.8 

6.1 

8.6 

7.8 

4.7 

3.5 

3.5 

2.3 

5.9 

14.3 

1.0 

12.9 

4.5 

3.5 

1.4 

0% 5% 10% 15% 20%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業・郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

その他

不明・無回答

n=512

52.5 24.8 11.9 4.9 3.5 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=512）

全国健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）

健康保険組合（組合健保）

共済組合

国民健康保険

その他

不明・無回答

【事業所が加入する医療保険の種類】

【主たる業種】 n=512



事業所意識調査 結果②－１
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n=512
問：がん予防やがん検診の受診促進のために、貴事業所で
取り組んでいることがありますか

全体
(N=512)

5人未満

(N=117)

5～9人
(N=101)

10～19人
(N=94)

20～49人
(N=89)

50～99人
(N=46)

100人以上

(N=49)

58.5

38.5

54.4

54.2

72.0

80.4

90.7

0.6 

0.0 

1.0

1.1

0.0 

2.2

0.0 

39.5

59.8

43.6

43.6

25.8

17.4

9.3

1.4

1.7

1.0

1.1

2.2

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組みをしている 現在取り組みについて検討中である 特に取り組みをしていない 無回答

（N=43）



事業所意識調査 結果②－２
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≪がん予防やがん検診の受診促進のために、貴事業所で取り組んでいることの内容≫

従業員に対するがん検診を実施し
ている

従業員が個々にがん検診を受診す
る際の費用に対して助成する

がん検診実施場所（市町のがん検
診・人間ドックなど）を紹介している

事業所内の広報誌やイントラネット
にがん検診の情報や受診勧奨の記

事を掲載している

がん予防の啓発（研修会の開催・ポ
スター掲示・リーフレット配布など）を

行っている

がん検診の個別の受診勧奨を行っ
ている

健康経営優良法人（経済産業省・
日本健康会議）の認定を受けてい

る、又は目指している

健康づくりや検診を積極的に受けて
いる従業員にインセンティブを付与

する仕組みがある

12.0%

6.8%

6.8%

0.9%

13.7%

8.5%

3.4%

0.9%

13.9%

14.9%

13.9%

5.9%

15.8%

21.8%

6.9%

2.0%

26.6%

12.8%

12.8%

3.2%

10.6%

16.0%

9.6%

1.1%

27.0%

16.9%

15.7%

5.6%

24.7%

21.3%

11.2%

4.5%

28.3%

13.0%

26.1%

10.9%

30.4%

10.9%

17.4%

4.3%

67.4%

53.5%

34.9%

34.9%

30.2%

27.9%

18.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取組の内容別でみると、「従業員
に対するがん検診の実施」「従業
員の検診費用助成」「広報・イント
ラネットによる検診受診勧奨」の
項目で、従業員規模１００人以上
と９９人以下の事業所で大きく差
が出ています。



事業所意識調査 結果③－１
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胃がん検診
(N=512)

大腸がん検診
(N=512)

肺がん検診

(N=512)

子宮頸がん検診

(N=512)

乳がん検診

(N=512)

55.5

47.9

46.7

30.2

35.5

36.3

41.2

41.6

55.5

51.6

8.2

10.9

11.7

14.3

12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答

≪事業所における各種がん検診の実施状況≫

大津市に拠点を置く事業所の各種がん検診の実施状況は胃がん検診が55.5％で最も高く、大腸がん検診、肺がん検診が
40％台後半で続いています。子宮頚がん検診、乳がん検診の実施率は30％台に留まっています。
令和2年と比較すると、胃がん検診の実施率が増加しています。その他のがん検診の実施率はあまり変化はありません。



事業所意識調査 結果③－２
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n=512

全体

5人未満

5～9人

10～19人

20～49人

50～99人

100人以上

不明無回答

62.3%

45.3%

55.4%

61.7%

73.0%

80.4%

90.7%

50.0%

30.9%

45.3%

37.6%

29.8%

23.6%

19.6%

7.0%

27.3%

6.8%

9.4%

6.9%

8.5%

3.4%

0.0%

2.3%

22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1つ以上がん検診を実施している まったくがん検診を実施していない 無回答

<<事業所規模別にみるがん検診の実施状況>>



事業所意識調査 結果④

従業員が相談できる
相談窓口の情報

事業者が相談できる
相談窓口の情報

大津市のがん検診に関する情報

がんに関する基本的な知識

がん患者等の就業継続などに
関する制度

がん患者等の就業継続などに
関する他社の取り組み事例

事業所内での普及啓発に使える
パンフレット等の紹介

がんに関するセミナーやイベントな
どの開催情報

事業所内での従業員教育などに
使える保健師などによる

出前講座の紹介

38.5%

36.8%

18.8%

22.2%

19.7%

17.1%

5.1%

4.3%

0.9%

36.6%

35.6%

28.7%

25.7%

20.8%

16.8%

18.8%

7.9%

4.0%

46.8%

31.9%

27.7%

20.2%

20.2%

9.6%

12.8%

3.2%

6.4%

43.8%

34.8%

22.5%

32.6%

32.6%

23.6%

12.4%

5.6%

7.9%

45.7%

45.7%

26.1%

13.0%

19.6%

21.7%

23.9%

10.9%

2.2%

44.2%

37.2%

27.9%

37.2%

20.9%

23.3%

27.9%

16.3%

25.6%

0% 20% 40% 60%

従業員が相談できる
相談窓口の情報

事業者が相談できる
相談窓口の情報

大津市のがん検診に関する情報

がんに関する基本的な知識

がん患者等の就業継続などに
関する制度

がん患者等の就業継続などに
関する他社の取り組み事例

事業所内での普及啓発に使える
パンフレット等の紹介

がんに関するセミナーやイベントな
どの開催情報

事業所内での従業員教育などに
使える保健師などによる

出前講座の紹介

38.5%

36.8%

18.8%

22.2%

19.7%

17.1%

5.1%

4.3%

0.9%

36.6%

35.6%

28.7%

25.7%

20.8%

16.8%

18.8%

7.9%

4.0%

46.8%

31.9%

27.7%

20.2%

20.2%

9.6%

12.8%

3.2%

6.4%

43.8%

34.8%

22.5%

32.6%

32.6%

23.6%

12.4%

5.6%

7.9%

45.7%

45.7%

26.1%

13.0%

19.6%

21.7%

23.9%

10.9%

2.2%

44.2%

37.2%

27.9%

37.2%

20.9%

23.3%

27.9%

16.3%

25.6%

0% 20% 40% 60%

≪がんの予防や早期発見、がんに罹患した従業員の仕事と治療の両立を実現するために、大津市から事業所に
対して、どのような情報提供があれば良いと思いますか≫ ※複数回答

事業所の規模に関わらず、「相談窓口」の情報
が必要と回答しています。
100人以上の事業所では、「事業所内での従業
員教育などに使える保健師などによる出前講座
の紹介」も25.6％と4分の1の事業所が必要と回
答しています。
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次期計画の方向性について
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が
ん
を
知
り
、
が
ん
と
向
き
合
い
、 

が
ん
と
と
も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

１ がん予防の推進 
 

２ がんの早期発見の 

推進 

３ がん医療の充実と療養

生活の質的向上 

４ がん患者とその家族 

への支援の充実 

５ 働く世代へのがん対策 

の充実 

（１）がんに関する知識の普及 

（２）生活習慣の改善によるがん予防の取り組みの推進 

（３）受動喫煙の防止 

（１）がん検診の受診率の向上 

（２）がん検診の質の向上 

（１）がん医療の充実と医療従事者等の育成支援 

（２）在宅医療の推進 

（３）緩和ケアの充実 

（１）情報提供と相談支援の充実 

（２）がん患者とその家族の生活支援 

（１）市内事業所及び保険者等との連携による 

がん対策の充実 

基本理念 基本目標 施策の体系 

国・県のがん計画と整合性を図るための項目の整理

分野別施策と目標
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●基本計画の進捗状況を適切に把握し、管理するため、３年を目途
に中間評価を行うこととする。

●評価にあたっては、全体目標、分野別目標及び個別目標と各施
策の関連性を明確にし、ＰＤＣＡサイクルの実効性を確保するため、
ロジックモデルを活用した科学的・総合的な評価を行い、必要に応
じてその結果を施策に反映することとする。

目標の達成状況の把握について①
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ロジックモデルの基本構造

目標の達成状況の把握について②



今後の予定

◆次回委員会における報告・協議事項
＜事業報告＞

・令和５年度 活動報告 ・令和６年度 活動計画

＜計画策定関連＞
・市民・事業所意識調査 結果報告 ・次期計画骨子（案）

＜開催時期＞
令和６年５月下旬 ～ ６月上旬

◆次期計画策定スケジュール
令和６年５－６月 計画骨子作成

がん対策推進委員会（１回目）

令和６年８月 計画素案作成
がん対策推進委員会（２回目）

令和６年１２月 パブリックコメント実施

令和７年１月 計画最終案作成
がん対策推進委員会（３回目）

令和７年３月 計画策定
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